
阿部 泰秀 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース2回生

中井 秀和 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース4回生

学生書道のグランプリを選ぶ「第17
回全日本高校・大学生書道展」（公益
社団法人日本書芸院・読売新聞社主
催）の入賞者が発表され、本学は団
体賞の頂点である最優秀校（大学の
部）に輝きました。本学の最優秀校

受賞はこれで9回目の受賞となりました。
個人賞では、本学から最高賞の書道展大賞4点をはじめ、書道展賞に31
点、優秀賞に33点が選ばれました。

2012年10月15日、京都コンサー
トホールで開催された京都市自治
記念式典で、本学は「京都マラソン
2012創設特別表彰」を受けました。
これは、今年 3 月に行われた、京
都初のフルマラソン「京都マラソン

2012」に多大な貢献をしたことに対し、表彰されたものです。
本学では、現代マネジメント学科救急救命コースと看護学科の学生68 
名および教員８名の、総勢76名が医療救護ボランティアとして大会をサ
ポート。移動救護サポーターや待機救護サポーター、フィニッシュ救護
サポーターとして活動しました。

弓道部女子は、2012（平成24）年度
関西学生弓道連盟２部リーグで優勝
しました。続いて行われた関西大学
とのリーグ入れ替え戦にも勝利し、
1部リーグに昇格が決定しました。
主将の大山千穂さん（文学部歴史学

科3回生）は、「今回の1部リーグ昇格は、１、２回生の頑張りが実を結
んだ結果だと思います。上回生は引退しますが、今後は下回生たちが一
丸となって、1部リーグでの優勝をめざし、頑張っていってほしい。」と
語りました。

１年かけて小島切を臨書し、作品を
書くときのリズムや呼吸を自分のも
のにするように頑張りました。書は
自分の人生を豊かにしてくれるもの。
一生続けていきます。

団体賞の最優秀校受賞は、一人ひと
りが頑張った結果だと思います。指
導いただいた先生方には感謝の気持
ちでいっぱいです。京都橘で学べて
よかったです。

最優秀校に選ばれたこと、個人での
大賞受賞が本当に嬉しいですね。切
磋琢磨しあえる関係が、いい結果に
つながったのだと思います。

この1年は、古典をしっかり勉強し、
基礎練習に力を入れていました。そ
の成果が大賞受賞という結果につな
がり、達成感を感じています。

大賞受賞者の声

AEDを持ってコース沿道に立つ待機救護サポーター

疲れの見えるランナーへの声かけと救護所への案内

フィニッシュ救護サポーター（岡崎公園ゴール地点にて）

無事に活動を終えた学生たち

かな部門

かな部門

漢字部門

漢字部門

櫛原 千春 さん
大学院文学研究科
言語文化専攻2回生

南田 樹里 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース4回生

学生書道のグランプリ「全日本高校・大学生書道展」で
９回目の最優秀校を獲得！

「京都マラソン2012創設特別表彰」を受けました

弓道部女子が関西学生弓道部連盟1部リーグに昇格!!
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大学教員・職員と父母との「連携」

京
都
橘
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
＆

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

キャリア教育＆就職支援プログラムのPoint

就職・進路の相談は
キャリアセンターへ

京
都
橘
大
学
は
、
人
文
・
教
育
・
社
会
・
医
療
の
5
学
部
10
学
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
で
す
。

「
自
立
」「
共
生
」「
臨
床
の
知
」を
教
学
理
念
と
し
、
社
会
と
人
々
の
幸
福
に
貢
献
で
き
る

〝
実
践
的
〞な
学
問
の
追
究
と
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
す
る
進
路
を
実
現
す
る
た
め
に
本
学
が
展
開
し
て
い
る

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」「
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

キャリア資料室・情報検索室を
活用しよう！

京
都
橘
大
学
は
人
文
系
、
社
会
系
、
教
育
系
、
医

療
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
び
を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
社
会
に
出
て
活
躍
で
き
る
能
力
を
育
成
す

る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

直
接
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
内
容
と
す
る
科
目
と
し
て

は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
入
門
」、「
キ
ャ
リ
ア
開
発

講
座
Ⅰ
～
Ⅳ
」、「
キ
ャ
リ
ア
開
発
演
習
Ⅰ
～
Ⅳ
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
」
な
ど
の
科
目
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
科
目
で
学
習
す
る
だ
け
で
は
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
社
会
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め
に

は
、
基
礎
学
力
や
一
般
教
養
、
さ
ら
に
は
人
と
人
を

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
で
の
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
専
門
知
識
の
ほ
か
に
日
本
語
能
力
や
広
い

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
正
課
外

で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
き
め
細
か
な
就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
各
自
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
通
し
て
皆
さ
ん
が
能
力
を
高
め
、
社
会
へ

巣
立
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

学生部長
文学部歴史学科
南　直人 教授

京
都
橘
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

日本語能力、英語、情報処理の３つを必修科目
とし、社会人として必要なスキルを身につける
ほか、「キャリアデザイン入門」を全員必修で受
講し、自己分析と将来設計を考えます。また、
多くの実践的な科目が配置され、就職活動や就
職後に役立つ知識や技術を習得できます。

入学時から開始するキャリア教育3

本学には、看護職や救急救命士、教育職など専門職を志す人材を育成する学部・学科
があります。これらの専門職の進路をサポートするため、国家試験対策や公務員試験
対策のプログラム、教職保育職支援室などによる特別な取り組みを行っています。

専門職特別支援プログラム4

就職支援では、大学と父母(家庭)の連携が必要不可欠で
す。本学では、父母の会との連携を強め、毎年春の父母
の会総会や夏の地区別懇談会の場で「就職懇談会」を開
催し、保護者の方との情報・意見交換を行い、学習・就
職活動・生活の側面から学生を総合的に支援しています。

5

徹底したマンツーマン体制1
キャリアセンターでは、学科によって担当アド
バイザーを決め、進路が決定するまで徹底した
個人指導を行います。大手民間企業で人事など
を経験してきたアドバイザーの的確な助言・指
導を受けることができます。

充実した就職ガイダンスと
各種就職実践講座

2

1回生から各種の準備講座やガイダンスを開催し
ます。3回生では、就職活動の段階に応じ、SPI
２対策や面接試験対策、ビジネスマナーなどの
実践的な講座を繰り返し行います。これらによ
り、就職活動に必要な実践力を身につけ、自信
を持って就職活動が行えるように指導します。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー（
就
職
進
路
課
）

で
は
、
在
学
生
や
卒
業
生
の
就
職
や
進

学
な
ど
の
進
路
支
援
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
に
、
民
間
企
業
や
公
務
員
の

採
用
に
関
す
る
情
報
提
供
と
試
験
対

策
、
就
職
・
進
学
に
関
す
る
企
画
や
講

座
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
、
求
人
票
の

受
付
・
掲
示
な
ど
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
進
路
支
援

を
担
当
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し

て
い
ま
す
の
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

や
履
歴
書
の
書
き
方
、
企
業
研
究
の
方

法
、
面
接
の
練
習
な
ど
、
就
職
活
動
に

関
す
る
疑
問
や
悩
み
な
ど
何
で
も
気
軽

に
相
談
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

内
定
者
の
多
く
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

就
職
関
連
の
資
料
、
図
書
・
雑
誌
・
新
聞
な
ど

が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
ま
す
。

キャリア教育、就職支援プログラムの4年間の流れ

1回生 2回生 3回生 4回生
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
正
課
科
目
）

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
正
課
外
）

キャリアガイダンス

キャリアセンターサポート講座

業界別講演会

個人面談

基礎教育科目群
（英語Ⅰ～Ⅳ、情報処理演習Ⅰ・Ⅱなど）

キャリア開発講座

インターンシップ

キャリア開発演習

キャリアデザイン
入門

ビジネスリサーチ

ビジネス
リサーチA・B

起業家育成論

専門ゼミ

就職ガイダンス

就職活動実践講座

学内合同企業説明会

筆記試験対策

公務員対策（模試・ガイダンス）

キャリアメイト
(就職活動学生委員)

キャリアサポート
ボランティア

専門ゼミ

就職支援プログラムは学生の強い味方！

本格的な就職活動を始める前に
受講したのが「ビジネスマナー講
座」でした。履歴書の書き方や面接
時に注意することなどを学ぶことが
でき、就活の準備として役に立ちま
した。また、「模擬面接講座」では、
集団面接やグループディスカッショ
ンの練習があり、実践的でした。

就活中、選考が思うように進まな
いときも、キャリアアドバイザーの
方とお話しすることで気持ちの切り
替えができ、とても心強かったです。

岸　あかり さん
現代ビジネス学部
都市環境デザイン学科４回生

株式会社平和堂内定先

キ
ャ
リ
ア
資
料
室

︵
キ
ャ
リ
ア
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
︶

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
求
人
情
報
を
迅
速
に

収
集
で
き
る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
生
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
求
人
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
か
ら
企
業
の
求
人
情
報
を
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
自
宅
か
ら
も

検
索
可
能
）。

キ
ャ
リ
ア
情
報
検
索
室

︵
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
︶

主
な
設
置
資
料

・
企
業
訪
問
記
録 

・
就
職
試
験
受
験
報
告
書（
※
）

・
企
業
フ
ァ
イ
ル 

・
会
社
四
季
報

・
会
社
年
鑑
・
新
聞

・
公
務
員
関
係
資
料
・
業
界
地
図

・
業
界
研
究
資
料

・
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌

※ 就職試験受験報告書は、今
後、求人NAVIからも閲覧可
能になります。

キャリアセンターのスタッフ

京都橘大学の学部・学科構成
文学部

日本語日本文学科
歴史学科
歴史遺産学科

（2012年4月に文化財学科を名称変更）

人間発達学部
児童教育学科
英語コミュニケーション学科
現代ビジネス学部

現代マネジメント学科
都市環境デザイン学科
看護学部

看護学科
健康科学部（2012年4月新設）

理学療法学科
心理学科



岩城 由佳 さん
現代ビジネス学部
都市環境デザイン学科３回生

江嶌 繁法 さん
文学部歴史学科３回生

インターンシップとは、学生が就職前に一定期間
企業などで仕事をすることです。本学では「事前
研修」「就業体験」「事後研修」を一つの講座とし、
大学側が協定を締結している企業、行政、NPO法
人、図書館、公共施設等で就業体験を行っています。
インターンシップへの参加は3回生を基本として
いますが、2回生での参加も可能です。早期から
社会との関わりを経験することで、自己実現の方
法として職業をとらえ、就業観を確立します。

インターンシップって何？部材のカット

組み立て作業

完成！

駄
だ

棒
ぼ

接ぎ用の穴を開ける作業

おおまかに家具のパーツとなる部材
を切り出します。機械で切断しますが、
サイズの微調整は人間が行います。

デザイナーが設計した図面
を基に、職人がそれに合っ
た組み方を考え、必要なパー
ツを作ります。すべてのパー
ツができたら組み立てます
が、そのときに一つでも順
番を間違えるとうまくいき
ません。

木
こ

端
ば

貼りをする

合板を作った後、側面に
接着剤を吹きかけ、別の木材を貼ります（木端
貼り）。一度貼るとはがれないので、慎重さが
必要です。

木端貼り後、プレスして圧着

接着した木材同士をプレスし、
より強固にします。

カンナがけ

貼った木材のはみ出た部分（１㎜）を
カンナで落とします。ケガなどしな
いよう、サンドペーパーで角を整え
ます。

※ １駄棒とよばれる丸棒を、木材にあけた穴に差し込んで
材を接合する方法

※ ２ （木材を接合するための突起）と 穴をつくり、材を
接合する方法

原谷工場内

A.   ビジネスマナーについて、あまり詳しくないので不安でした。でも、事
前にビジネスマナー講座があって、電話応対などの実践的なマナーを
学べたので不安も軽減されました。

A.   一つは、文書館の事務室で、学外刊行物
のラベル貼りや、京都大学に関連する新
聞記事のスクラップ、保管されている資
料にマスキング作業(個人情報の部分を見
えなくする作業)をしました。もう一つは、書庫内で京都大学の各部
局から移管されてくる資料の整理や文書の照合作業でした。

A.   古い資料の整理です。政府要人からの手紙など、実物に触れること
ができ、感動しました。

A.   毎年、膨大な数の資料が文書館に集まってきます。地道な作業ですが、
それを少人数で効率よく整理し、研究もされているのがすごいと思
いました。

京都大学大学文書館の仕事を通して、表に出ない
けれど、多くの努力の積み重ねや大事な作業があ
ることがわかりました。また、会社の規模にかか
わらず、いい職場があることも実感しました。就
職活動では、働くことの喜びや、やりたいことを
見つけて頑張ろうと思います。

A.   就職活動に入る前に、社会で仕事をする
ということを経験したかったからです。 

Q.インターンシップに参加した理由は？

A.   京都大学の歴史に関する資料を保管
している文書館に、とても興味があ
りました。博物館学芸員と図書館司
書課程を受講しているので、両方の
仕事を経験できると思ったからです。

Q. 京都大学 大学文書館をインターン
シップ先に選んだのはなぜ？

Q. 参加前に不安はなかったですか？

Q. どのような就業内容でしたか？

Q. 印象に残っていることは何ですか？

Q. どのようなところが大変だと思いましたか？

インターンシップを終えての感想

1回生の春にオープンデスク※で設計事務所に
行きました。そのときは、デスクワークが中心だっ
たので、ほかにもいろいろな仕事を経験したいと
思い、インターンシップに参加しました。もとも
と木材を使ったモノづくりが好きで、将来、木に
関わる仕事がしたいと考えていたので、家具を製
作できる二葉家具を選びました。

二葉家具では、職人の技のすごさを間近で見る
ことができて、楽しかったし、いい経験になりま
した。厳しい職人の世界ですが、「自ら考えてモノ
を作る仕事」に憧れが強まりました。職人の方に、

「家具づくりでは、常に次のことを考えて手を進め
る。そうすれば段取りよく仕事が進む」と教えて
いただきました。このことを今後、活かしていき
たいと思います。
※ 日本建築協会が行っている制度。建築やデザインの勉強をしている

学生が、設計事務所や建築事務所などで実務を経験できます。

インターンシップに参加して

京都大学 大学文書館 編

インターンシップ生に密着

木造技術の勉強・実技　その１（棚の製作）

木造技術の勉強・実技　その2（椅子の製作）

カンナ作業が一番の
お気に入りでした

二葉家具オリジナルデザイ
ンの椅子は、釘や金具を使
わずに製作されます。その
ため、木材の接合は駄

だ
棒
ぼ

接
ぎ※1 や 接ぎ※２によって
行われます。

ほぞ

　を作るところや説
明に興味津々。
組み木のパズルを
いただきました！

二葉家具（原谷工場）　編
1日の流れ

出　
　

社

朝　
　

礼

昼
休
憩

仕
事
再
開

清　
　

掃

退　
　

社

● 

木
造
技
術
の

勉
強
・
実
技

●
工
場
内
の
清
掃

7:30 8:00 12:00 12:40 17:00 17:30

二葉家具（二葉工場株式会社）
京都でオリジナル家具、オーダー家具の
製作・修理のほか、北欧家具を中心とし
たインテリア商品の販売を行っている。
HP http://www.futabakagu.com/



先輩に聞きました！　就活中のストレス発散方法について

働
い
て
い
る
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
会
社
へ

人
と
会
話
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
英
語
を
活
か
せ
る
仕
事
が

し
た
か
っ
た
の
で
、
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
は
企

業
説
明
会
か
ら
、
素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
会
社
が
求
め
る
人

材
と
し
て
一
番
に
あ
げ
て
い
る
「
明
る
く
元
気
で
あ
る
」
こ
と
に

も
共
感
し
ま
し
た
。
営
業
所
を
訪
問
し
た
と
き
に
、
窓
口
で
落

ち
着
い
た
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
こ
で
働
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
し
、
自
分
が
働
く
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。

内
定
を
も
ら
う
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
な
い

面
接
は
笑
顔
で
元
気
よ
く
、
そ
し
て
自
分
を
偽
ら
ず
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
見
て
も
ら
う
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
最
終
面
接
で
「
素
直
な
性
格
が
よ
か
っ
た
」
と

面
接
官
の
方
が
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
入
社
後
は
エ
リ
ア

職（
窓
口
業
務
）か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
将
来
は
、
海

外
の
営
業
本
部
の
人
事
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

就
活
は
、
内
定
を
も
ら
う
こ
と
の
み
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
社
会
に
出
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
働
き
た
い
か

と
い
う
こ
と
や
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
大

事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

飯田 笑子 さん
文学部
英語コミュニケーション学科
４回生

内定までのスケジュール

３
回
生

４
回
生

12月

２月
３月

就活開始
株式会社エイチ・アイ・エスに
Webエントリー、基礎学力テス
ト、適性テストを受験（テストを
通過した人のみ企業説明会へ
の参加資格がある）
企業説明会に参加
１次選考（ES提出、グループ面
接 3人一組）

４月 ２次選考（グループ面接 ４人
一組）

５月 最終選考（キャリアビジョン
シート提出、個人面接）、面接
終了後に内定

●Webエントリー社数	 15社
●ESを提出した社数	 ３社
●企業説明会参加社数	 ６社
●合同説明会参加数	 ３回

株式会社エイチ・アイ・エス
内定先

洛和会ヘルスケアシステム
（経営マネジメント職）

内定先

キャセイパシフィック航空
内定先

株式会社ヨドバシカメラ
内定先

客
室
乗
務
員
に
な
る
た
め
の
準
備
を
計
画
的
に
進
め
た

高
校
生
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
国
際
線
の
客
室
乗
務
員

（
以
下
C
A
）に
な
る
た
め
、
S
A
P
※
な
ど
海
外
留
学
制
度
の

充
実
し
た
京
都
橘
を
選
び
ま
し
た
。
S
A
P
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
の
修
得
と
よ
り
高
い
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
1
年
間

の
長
期
留
学
を
決
意
し
、
実
行
し
ま
し
た
。
留
学
先
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
現
地
の
中
学
・
高
校
で
日
本
語
教
師
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
。
男
性
の
C
A
へ
の
門
戸
は
狭
い
の
で

す
が
、
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
英
語
力
が
上
が
り
、

内
定
が
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大
切

外
資
系
航
空
会
社
の
選
考
は
、
2
週
間
く
ら
い
の
短
期
間
に

集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
す
べ
て
英
語
で
す
。
私
は
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
面
接
で
、
英

語
力
が
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
自
分
の
意
見
や
伝
え
た
い

こ
と
を
は
っ
き
り
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
早
く
見
つ
け
て
目
標
を
持
ち
、
そ

の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
夢
の

実
現
の
た
め
に
計
画
的
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※�

S
A
P
は
２
回
生
後
期
に
行
わ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

の
提
携
大
学
へ
の
約
6
カ
月
間
の
留
学
制
度
。
提
携
大
学
で
学
び
な
が
ら
、
英
語
力
と

国
際
交
流
力
を
高
め
ま
す
。

山下 幸大 さん
文学部
英語コミュニケーション学科
4回生

企
業
理
念
に
共
感
で
き
る

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
接
客
の
楽
し
さ
を
知
り
、
直
接

お
客
様
と
接
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
小
売
業
を
中
心
に

就
活
を
し
ま
し
た
。

会
社
選
び
で
は
、
企
業
理
念
に
共
感
で
き
る
企
業
が
い
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
は
「
お
客
様
を
大
切
に

す
る
」
と
掲
げ
て
い
る
通
り
、
気
持
ち
の
い
い
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
し
、
自
分
の
力
を
磨
く
こ
と
の
で
き
る
会

社
だ
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

周
り
の
学
生
と
比
べ
て
劣
等
感
を
も
た
な
い
こ
と

選
考
試
験
で
は
、
グ
ル
ー
プ
面
接
を
取
り
入
れ
て
い
る
企
業

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
他
人
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
苦

手
で
し
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
面
接
に
な
る
と
自
分
ら
し
さ
が
出

せ
ず
に
い
ま
し
た
。
で
も
、
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
の
選
考
で
は
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽
し
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
分
の
好
き
な
分
野
で
、や
り
た
い
仕
事
だ
っ
た
の
で
、

劣
等
感
を
持
た
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

就
活
を
し
て
い
る
と
き
は
、
気
分
転
換
も
必
要
で
す
。
私
は

選
考
が
一
つ
ク
リ
ア
す
る
ご
と
に
好
き
な
本
を
購
入
す
る
な

ど
、
自
分
に
ご
褒
美
を
与
え
る
こ
と
で
、
次
へ
の
活
力
に
つ
な

げ
て
い
ま
し
た
。

須佐見 恭子 さん
文学部文化財学科4回生

地
域
の
方
々
と
病
院
を
つ
な
ぐ
存
在
に

幼
い
頃
に
入
院
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、入
院
中
、

看
護
師
や
職
員
の
方
々
が
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
り
、
親

切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
ず
っ
と
印
象
に
残
っ
て
い
ま

し
た
。
痛
み
や
不
安
を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も
ほ
っ
と

安
心
で
き
る
よ
う
な
病
院
運
営
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
、
医
療

事
務
の
仕
事
を
志
望
し
ま
し
た
。
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
大
学
の
あ
る
山
科
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
病

院
で
す
。
病
院
の
雰
囲
気
も
よ
く
、
親
近
感
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
病
院
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

早
く
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用

就
活
の
事
前
準
備
は
、
早
く
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
私
は
3

回
生
の
春
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る
S
P
I

講
座
や
模
擬
面
接
、
履
歴
書
・
E
S
の
作
成
講
座
を
受
講
し
て

い
ま
し
た
。
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
講
座
を
受
け
た
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め

ま
し
た
。
就
活
の
準
備
や
進
め
方
に
つ
い
て
も
相
談
に
の
っ
て

く
だ
さ
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
お
す
す
め
で

す
。後

輩
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
強
み
を
活
か
し
、
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
会
社
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

内定までのスケジュール

３
回
生

12月

２月

３月

就活開始
合同説明会や企業説明会に参加
マイナビから洛和会ヘルスケ
アシステムにエントリー
洛和会ヘルスケアシステムの
企業説明会に参加
履歴書提出
１次選考（グループ面接）
２ 次選考（小論文、適性検査、グ
ループディスカッション ６人
一組）
最終選考（個人面接）
内定

●Webエントリー社数	 15社
●ESを提出した社数	 ３社
●企業説明会参加社数	 ５社
●合同説明会参加数	 2回

中谷 昂平 さん
現代ビジネス学部
現代マネジメント学科４回生

「好きなお店に寄ること。楽し
い時間を過ごして気分転換を
し、その日を気分よく終えるよ
うにしていました」
� 須佐見 恭子 さん

「友達と遊びに行くこと。就活
中はストレスをためないよう
に、友人と旅行に出かけたり、
遊びに行くなどして気分転換
をしていました」
� 中谷 昂平 さん

「家族と話すこと。面接で失敗
したことなどを、その日の笑い
ネタにして、家族に話してしま
うと気分が楽になりました」
� 飯田 笑子 さん

「同じ目標を持つ仲間と話すこ
と。選考で知り合った人たち
と、CAに関する情報を交換
できて嬉しかったことです」
� 山下 幸大 さん

9月

10月
11月

1月

メールで外資系航空会社にエ
ントリー（履歴書）
面接の通知がメールで届く
１次選考（グループディスカッ
ション 20人一組）、選考後に合
否発表され、同日２次選考へ
２次選考（グループディベー
ト12人一組）、筆記試験（英語
のweb試験）
最終選考（個人面接）
健康診断
内定

●Webエントリー社数	 0社
（メールでエントリーのみ１社）
●ESを提出した社数	 0社
●企業説明会参加社数	 0社
●合同説明会参加数	 1回

内定までのスケジュール

４
回
生

●Webエントリー社数	 20社
●ESを提出した社数	 5社
●企業説明会参加社数	 6社
●合同説明会参加数	 14回

内定までのスケジュール

４
回
生

12月
３月

合同説明会に参加
本格的に就活開始
株式会社ヨドバシカメラに
Webエントリー

４月

5月

６月

企業説明会、1次選考（履歴書提
出、小論文「ヨドバシカメラで何
がしたいか」）
２次選考（グループディスカッ
ション、グループワーク）
３次選考（SPI試験）
４次選考（個人面接）
最終選考（個人面接）
内定

３
回
生

内定者インタビュー
PART1

就職を希望する学生が必ず経験しなければならないもの、それが就職活動です。
内定を獲得した先輩たちは、どんな道を歩んできたのでしょうか。
お話をうかがいました。



前
の
こ
の
時
期
、
何
を
し
て
い
た

か
」「
自
己
Ｐ
Ｒ
の
ポ
イ
ン
ト
の
見

つ
け
方
」「
履
歴
書
の
書
き
方
」「
就

活
中
の
マ
ナ
ー
」
な
ど
に
つ
い
て
、

ス
タ
ッ
フ
が
質
問
を
し
、
内
定
者

た
ち
は
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
回

答
し
ま
し
た
。
最
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
多
く
の
質
問
が
飛
び
出
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
和
や
か
な

雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。

「
就
活 

T
h
e 

だ
ん
か
い
」
は
、「
先
輩

の
就
活
体
験
談
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
学
生

の
声
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
先
輩
か
ら

就
活
に
関
す
る
話
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
い

た
り
、
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

り
す
る
場
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
２
日（
木
）の
第
１
回
目
の
開
催
後
、

「
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
ま
た
開
い
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
数
多
く
あ
り
、
第
２
回
目

が
10
月
11
日（
木
）の
５
限
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
～
４
回
生
の
学
生
16
人
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
２
名
と
、
内
定

者
の
４
回
生
３
名
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
進
行
。「
就
活
が
本
格
化
す
る

Ｑ  

現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
、
総
務
部
で
給
与
計
算
や
社
会
保
険
な
ど
の
労
務

関
係
の
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
報
告
・
連
絡
・
相

談
」
は
社
会
人
の
基
本
と
し

て
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
が
、
営
業
所
長
な
ど
上
席

の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
も

多
い
た
め
、「
明
る
く
わ
か

り
や
す
く
」
と
い
う
こ
と
を

特
に
心
掛
け
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

Ｑ  

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
学
生
の
と
き
と
の
違
い
を
感
じ

ま
す
か
？

「
仕
事
は
、
１
人
で
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
学
生
の
と
き
と
の
違
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
分
の
担
当
す
る
仕
事
が
、
先
輩
や
上
司
と
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
ど
う
し
た
ら
効
率
よ

く
仕
事
を
回
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
こ
と
を
自
分
ひ
と

り
で
自
由
に
決
め
て
い
た
学
生
の
と
き
と
、
違
う
部
分

で
す
ね
。

Ｑ  

今
ま
で
仕
事
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

は
あ
り
ま
し
た
か
？

そ
の
と
き
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

「
三み

っ
か日

、
三み

つ
き月

、
三さ

ん
ね
ん年

」と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
新
入

社
員
の
離
職
時
期
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
今
３

年
目
な
の
で
す
が
、少
し
前
に
、自
分
の
仕
事
が
本
当
に

役
に
立
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
悩
ん
で

い
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
様
子
を
見

て
、
上
司
が
要
所
で
声

を
か
け
て
く
れ
た
り
、

同
期
や
先
輩
な
ど
の
周

囲
に
話
し
や
す
い
環
境

が
あ
っ
た
こ
と
で
乗
り

越
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ  

上
司
の
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
何
で
す
か
？

時
間
管
理
で
す
。
仕
事
を
す
る
上
で
、
何
で
も
段
取

り
や
優
先
順
位
を
つ
け
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
処

理
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
体
の
流
れ
を
見
な
が
ら
優
先

順
位
を
つ
け
て
、
仕
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
法
改
正
に
よ
っ
て
総
務
の
仕
事
は
影
響

を
受
け
ま
す
。
勤
勉
に
学
ぶ
上
司
の
姿
か
ら
、
法
律
を

積
極
的
に
学
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
気
づ
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
業
界
を
志
望
し
て
い
た
の
で
す
か
？

業
界
は
特
に
絞
っ
て
お
ら
ず
、「
総
務
」
の
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

な
ぜ
「
総
務
」
職
を
志
望
し
た
の
で
す
か
？

学
生
時
代
の
コ
ン
ビ
ニ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
後
輩
が

入
っ
て
き
て
、
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
職
場
が
少
し
で
も
働
き
や
す
く
な

る
こ
と
を
考
え
る
こ
と

が
好
き
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
社
内

で
働
く
人
の
サ
ポ
ー
ト

役
で
あ
る
総
務
を
志
望

し
ま
し
た
。

Ｑ  

自
分
の
強
み
や
、
や
り
た
い
仕
事
は
ど
の
よ
う
に

し
て
見
つ
け
ま
し
た
か
？

い
ろ
ん
な
紙
に
書
き
出
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
自
分

だ
け
で
考
え
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
や
友
人
、
両
親
に
聞
い
て
、

探
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ｑ   

や
り
た
い
仕
事
が
見
つ
か
っ
て
か
ら
の
就
活
は

ど
う
で
し
た
か
？

「
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
は
何
な
の
か
」「
な
ぜ
そ
の

仕
事
が
し
た
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
自
分

の
軸
が
定
ま
る
と
、
就
職
活
動
で
も
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
軸
が
定
ま
ら
な
い
と
き

は
、
何
を
質
問
さ
れ
る
の
か
不
安
で
た
ま
ら
ず
、
履
歴

書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
丸
暗
記
し
て
答
え
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
軸
が
定
ま
る
と
、
何
を
聞
か
れ
て

も
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
言
葉
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
就
活
も
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

「
粘
り
強
さ
」
を
自
己
ア
ピ
ー
ル
に
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
ゼ
ミ
で
の
活
動
や
研
究
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

発
表
や
卒
論
作
成
時
も
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
わ

か
る
ま
で
と
こ
と
ん
追
究
す
る
粘
り
強
さ
が
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

Ｑ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
の
対
策
は
ど
う
し
て
い
ま
し
た
か
？

１
冊
の
小
さ
な
ノ
ー
ト
を
就
活
ノ
ー
ト
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
。特
に
数
的
処
理
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、

鶴
亀
算
や
流
水
算
な
ど
の
よ
く
出
る
基
本
的
な
例
題
を

書
い
て
試
験
前
に
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
就

活
で
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書
き
記
し
て
い

ま
し
た
。

Ｑ 

丸
二
倉
庫
に
決
め
た
理
由
は
何
で
す
か
？

面
接
を
受
け
て
、会
社
の
方
と
お
話
し
す
る
な
か
で
、

と
て
も
堅
実
で
真
面
目
な
会
社
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
が
安
心
で
き
た
の
で
、
こ
の
会
社
に
決

め
ま
し
た
。

就
活 

T
h
e 

だ
ん
か
い

北村  愛紗 さん
現代ビジネス学部
現代マネジメント学科
3回生

佐藤 裕城 さん
文学部
文化財学科3回生

参加者の声

私自身の就活での反省点を役に立ててほしい

私自身の就活がすべて順調だったとは思ってい
なかったので、最初パネラーの依頼が来たときは
迷いました。でも、就活スタイルは人それぞれで
あるということと、自分の反省点を後輩たちに話
すことで、何か役に立てるのならと思って引き受
けました。
「就活 The だんかい」は、パネルディスカッショ

ン形式だったので、緊張せずに自分の思ったこと
をありのまま伝えることができました。

これから就活を始める3回生には、ぜひ仲間を
つくってほしいと思います。ひとりで抱えるのと
仲間がいるのとでは、まったく心の重さが違いま
す。また、企業研究やSPI対策など、できるだけ
早く取り組みをすることが重要です。わからない
ことは、キャリアセンターや、先輩に聞くなどし
て、解決するようにしましょう。「就活 The だん
かい」はとてもいい取り組みなので、積極的にもっ
と多くの人に参加してほしいと思います。

就活が目前に迫ってきたものの、
何から始めたらいいのかわからず、
きっかけをつかめればと今回「就
活 The だんかい」に参加しました。
内定者の先輩方のお話を聞いて、
履歴書の書き方、面接の対策、自
己分析･他己分析など、エントリー
前の今の時期に準備すべきことが
わかり、とても役に立ちました。
このような実践的なプログラムに
参加しながら、今後就職活動を進
めていきたいと思います。

丸二倉庫で働く伊藤さんに、
お話をうかがうなかで、これか
ら就職活動を始める私にとって、
必要なことは何かを知ることが
できました。自分自身に素直に
なり、偽りのない自分と向き合
う。簡単なようで簡単ではない
このことが、就職活動を通して
自立し、社会人としての一歩を
踏み出す上で最も重要だと思い
ます。自分自身が何をしたいの
かという軸を定め、納得のでき
る就職活動にしていくために努
力していきたいと思います。

Welcome!! 
就活 The だんかい輝

く
卒
業
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

キャリアセンターでは、今年度より新たな
就職支援の取り組みを始めています。ここ
では、参加学生の声とともに、その取り組
みについて紹介します。

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
３

回
生
。
今
回
、
就
職
活
動
の
方
法
や
、
社
会

で
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
卒
業
生
の
伊
藤
由

香
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

山本 愛律沙 さん
現代ビジネス学部
現代マネジメント学科
4回生

丸二倉庫株式会社
総務部
伊藤  由香 さん

（2009年度  文学部歴史学科卒業）

JA京都中央内定先

就活 The だんかいパネラー

公
務
員
試
験
合
格
を
め
ざ
す
学
生
の
支
援
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
始
め
ま
し
た
。
近
年
、

公
務
員
試
験
は
、
人
物
重
視
型
に
シ
フ
ト
し
、
民

間
企
業
以
上
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
公
務
員
ク
ラ
ブ
に
登

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

採
用
試
験
の
情
報
を
共
有

し
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
を
す
る
仲
間
を
つ

く
り
、
進
路
実
現
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

地
方
行
政
職・警
察
官・消
防
官
志
望
者

・採用試験の情報共有
・ 公務員関連正課授業の

案内
・ 昼休憩を中心とした各

種ガイダンスや座談会
の実施

・ 公務員合格者の体験を
聞く会の開催

・ 分野・範囲を決めて小
テストを実施

主な活動予定
公
務
員
ク
ラ
ブ
も
開
催
中
!!

仕
事
に
つ
い
て

就
職
活
動
に
つ
い
て



内定までのスケジュール

内定までのスケジュール 自
分
が
志
す
仕
事
を
見
つ
け
る

就
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
は
、
ま
だ
自
分
の
進
み
た
い
方

向
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、合
同
説
明
会
に
参
加
し
、

ど
ん
な
企
業
が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
春

に
は
営
業
職
で
内
定
を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
素
直
に
喜
べ

な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
う
一
度
自
分
の
気
持
ち

と
向
き
合
い
、
お
客
様
と
長
い
お
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う

な
業
界
で
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
叶
う
と
思
え
た
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
心
が
動

き
ま
し
た
。

自
分
の
足
で
情
報
収
集
を

志
望
す
る
業
界
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
企
業
研
究
の
た
め

に
数
ヵ
所
の
住
宅
展
示
場
を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た
。
同
業

の
企
業
を
比
較
検
討
で
き
る
い
い
機
会
で
し
た
し
、
展
示
場

で
働
く
方
々
に
た
く
さ
ん
質
問
を
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、

内
定
を
い
た
だ
い
た
積
水
ハ
ウ
ス
は
、
住
宅
設
計
の
計
画
、

施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
自
社
だ
け
で
ま
か
な
い
、
地
震
対

策
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

企
業
研
究
は
ネ
ッ
ト
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
目
で

見
て
、
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
積
極
的
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

12月 就活開始、合同説明会に参加

7月

8月

積水ハウス株式会社の企業説
明会に参加
ES提出
Webテスト、性格診断
１次選考（個人面接）　
２次選考（個人面接）
最終選考（筆記試験、個人面
接）、選考終了後、意志確認
内定

自
分
が
成
長
で
き
る
と
思
え
る
職
場
を
選
ぶ

3
回
生
の
夏
に
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
の
レ
ス
ト
ラ

ン
業
務
で
、
1
ヵ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
ま
し

た
。
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な
り
、
社
会
の
厳
し
さ
も

体
験
で
き
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
中
、
失
敗
し
た

と
き
に
愛
情
を
持
っ
て
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
職
場
な
ら
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
け
る
と
思
い
、

志
望
し
ま
し
た
。

入
社
後
は
、
意
識
を
高
く
持
っ
て
仕
事
を
し
、
将
来
は
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
就
活
を
乗
り
切
る

就
活
で
は
、
情
報
を
共
有
し
た
り
、
相
談
を
し
合
え
る
先
輩

や
友
人
を
持
ち
、
活
動
し
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

仲
間
と
一
緒
に
自
己
分
析
を
し
合
っ
た
り
、
面
接
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
想
定
し
た
練
習
を
何
度
も
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
実
際
の
面
接
で
も
自
分
の
意
志
を
き
ち
ん

と
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
就
活
中
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
オ
ン
・
オ
フ
を
切
り
替
え
て
、
遊
ぶ
と
き
に
は
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
こ
と
も
必
要
で
す
。

内定までのスケジュール

３
回
生

４
回
生

12月
2月

3月

就活開始、合同説明会に参加
株式会社ジェイアール西日本
ホテル開発にES提出
企業説明会、1次選考（個人面
接、一般常識試験、履歴書提出）

4月

5月

2次選考
（グループ面接 ５人一組）
最終選考（個人面接）
内定

●Webエントリー社数	 150社
●ESを提出した社数	 20社
●企業説明会参加社数	 50社
●合同説明会参加数	 1回

田中 雄基 さん
現代ビジネス学部
都市環境デザイン学科4回生

企
業
訪
問
で
職
場
の
雰
囲
気
を
知
る

就
活
を
始
め
た
頃
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
業
界
の
企
業
説

明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
り
、
企

業
の
選
考
を
受
け
て
い
く
う
ち
に
、
銀
行
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
何
行
か
の
銀
行

へ
支
店
訪
問
を
し
て
、
企
業
研
究
を
し
ま
し
た
。
滋
賀
銀
行
へ

う
か
が
っ
た
と
き
に
、
学
生
の
私
に
対
し
て
も
、
丁
寧
な
対
応

や
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
行
員
の
方
々
や
職
場
の
雰
囲
気
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

感
じ
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
己
分
析
を
し
っ
か
り
と

自
己
分
析
を
し
っ
か
り
行
い
、
自
分
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
私
は
面
接
か
ら
先
に
進
め
ず
、
悩
ん
だ
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
軸
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
か

ら
で
し
た
。自
己
分
析
を
も
う
一
度
や
り
直
し
た
こ
と
で
、し
っ

か
り
し
た
軸
を
見
つ
け
、
面
接
も
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

面
接
は
、
企
業
の
方
に
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
い
い
機
会
で
す
。
笑
顔
で
は
き
は
き
と
受
け
答
え
し
ま

し
ょ
う
。

就
活
は
、
新
し
い
出
会
い
や
自
分
探
し
を
し
て
い
る
と
思
っ

て
、
楽
し
ん
で
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

辻　愛子 さん
現代ビジネス学部
現代マネジメント学科４回生

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

就
活
を
始
め
た
頃
は
業
界
や
業
種
を
絞
ら
ず
、
幅
広
く
企

業
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
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業
研
究
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
し
っ
か
り
と

就
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業
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ン
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ッ
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か
ら
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く
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ん
あ
り
ま
す
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界
に
よ
っ
て
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め
る
人
材
が
違
う
の
で
、
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明
会
や
選
考
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に
、
気
に
な
っ
た
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と
、
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た
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と

を
細
か
く
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モ
す
る
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ど
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策
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と
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る
方
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と
思
い
ま
す
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次
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
選
考
や
企
業
説
明
会
が
重
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
の
で
、
予
定
を
き
ち
ん
と
把
握
し
時
間
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
選
考
に
失
敗
し
て
も
あ

き
ら
め
ず
、
何
度
で
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

植田　悠 さん
文学部日本語日本文学科
4回生

３
回
生

11月
1月

2月

3月

就活開始、合同説明会に参加
リクナビから株式会社レッド
バロンにエントリー
企業説明会後、グループディ
スカッション（4人一組）。後
日、ESと履歴書を郵送
１次選考（個人面接、SPI試験、
感想文）
内定

●Webエントリー社数	 40社
●ESを提出した社数	 7社
●企業説明会参加社数	 11社
●合同説明会参加数	 3回

内定者インタビュー
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内定までのスケジュール

●Webエントリー社数	 50社
●ESを提出した社数	 15社
●企業説明会参加社数	 20社
●合同説明会参加数	 2回

３
回
生

12月
1月

3月

4月

就活開始、企業説明会に参加
就活サイトから株式会社滋賀
銀行にエントリー
株式会社滋賀銀行の企業説明
会に参加
１次選考（SPI試験）、ESと履
歴書を提出
２次選考（個人面接：若手社員）
３次選考（個人面接：支店長面接）
最終選考（個人面接：役員面接）
内定

４
回
生

先輩たちは、どんな就職活動をしたのでしょうか。
キャリアセンターや就職進路支援プログラムをどう活用したのでしょうか。
希望の就職を勝ち得た先輩たちからのメッセージをお届けします。

津田 純也 さん
文学部歴史学科4回生

積水ハウス株式会社
内定先

株式会社滋賀銀行
内定先

株式会社レッドバロン
内定先

株式会社ジェイアール西日本
ホテル開発 ホテルグランヴィア京都

内定先

●Webエントリー社数	 30社
●ESを提出した社数	 ８社
●企業説明会参加社数	 ５社
●合同説明会参加数	 12回

３
回
生

４
回
生

先輩が使った就活必須アイテムは？

ハンドサイズのノート。小
さいので手軽に持ち運べる
のがよかったです。自分流
の就活ノートとして、スケ
ジュール管理や企業研究、
選考で気になったことなど、
何でもメモしていました。
� 津田 純也 さん

「ノート」 マップとエバーノートという
アプリ。マップは選考会場ま
での道や電車検索ができて便
利でした。エバーノートは企
業や選考についてのメモを入
力。PCと共有できるので、情
報を整理しやすかったです。
� 辻 愛子 さん

「就職ハンドブック」キャリアセンターから
学生全員に配布される
冊子。就活についての
流れや進め方、就活に
必要なことがわかり役
立ちました。隅々まで
読破しました。
� 植田 悠 さん

「�ライティング
ホルダー」

父母の会からいただいた
もの。メモが整理・保管
できるだけでなく、ファ
イルの一面が硬いボード
になっているので、机の
ない場所でもメモができ
て便利でした。
� 田中 雄基 さん

「iPhone」



阿部 泰秀 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース2回生

中井 秀和 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース4回生

学生書道のグランプリを選ぶ「第17
回全日本高校・大学生書道展」（公益
社団法人日本書芸院・読売新聞社主
催）の入賞者が発表され、本学は団
体賞の頂点である最優秀校（大学の
部）に輝きました。本学の最優秀校

受賞はこれで9回目の受賞となりました。
個人賞では、本学から最高賞の書道展大賞4点をはじめ、書道展賞に31
点、優秀賞に33点が選ばれました。

2012年10月15日、京都コンサー
トホールで開催された京都市自治
記念式典で、本学は「京都マラソン
2012創設特別表彰」を受けました。
これは、今年 3 月に行われた、京
都初のフルマラソン「京都マラソン

2012」に多大な貢献をしたことに対し、表彰されたものです。
本学では、現代マネジメント学科救急救命コースと看護学科の学生68 
名および教員８名の、総勢76名が医療救護ボランティアとして大会をサ
ポート。移動救護サポーターや待機救護サポーター、フィニッシュ救護
サポーターとして活動しました。

弓道部女子は、2012（平成24）年度
関西学生弓道連盟２部リーグで優勝
しました。続いて行われた関西大学
とのリーグ入れ替え戦にも勝利し、
1部リーグに昇格が決定しました。
主将の大山千穂さん（文学部歴史学

科3回生）は、「今回の1部リーグ昇格は、１、２回生の頑張りが実を結
んだ結果だと思います。上回生は引退しますが、今後は下回生たちが一
丸となって、1部リーグでの優勝をめざし、頑張っていってほしい。」と
語りました。

１年かけて小島切を臨書し、作品を
書くときのリズムや呼吸を自分のも
のにするように頑張りました。書は
自分の人生を豊かにしてくれるもの。
一生続けていきます。

団体賞の最優秀校受賞は、一人ひと
りが頑張った結果だと思います。指
導いただいた先生方には感謝の気持
ちでいっぱいです。京都橘で学べて
よかったです。

最優秀校に選ばれたこと、個人での
大賞受賞が本当に嬉しいですね。切
磋琢磨しあえる関係が、いい結果に
つながったのだと思います。

この1年は、古典をしっかり勉強し、
基礎練習に力を入れていました。そ
の成果が大賞受賞という結果につな
がり、達成感を感じています。

大賞受賞者の声

AEDを持ってコース沿道に立つ待機救護サポーター

疲れの見えるランナーへの声かけと救護所への案内

フィニッシュ救護サポーター（岡崎公園ゴール地点にて）

無事に活動を終えた学生たち

かな部門

かな部門

漢字部門

漢字部門

櫛原 千春 さん
大学院文学研究科
言語文化専攻2回生

南田 樹里 さん
文学部
日本語日本文学科
書道コース4回生

学生書道のグランプリ「全日本高校・大学生書道展」で
９回目の最優秀校を獲得！

「京都マラソン2012創設特別表彰」を受けました

弓道部女子が関西学生弓道部連盟1部リーグに昇格!!

特集	 つながる・広がる 就職支援
京都橘大学のキャリア教育＆
就職支援プログラムの取り組み
インターンシップ生に密着
内定者インタビュー  PART1
Welcome!! 就活 The だんかい
輝く卒業生インタビュー
内定者インタビュー  PART2
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